
課題Ⅰ 給水車の大量不足への対策 

分類３ 給水車活用に係る間接的な対策 

〔提案７〕給水車の活動ロスを低減して有効活用する事例 

１ 対策の概要 

給水車の活動ロスを低減することが限られた給水車をより有効に活用することにつなが

ることから、その方策として、３通りの事例「仮設水槽等の活用」「給水車への注水作業を

効率化するための施設整備等」「給水車への給油時間の短縮」を提案する。 

 
（１）仮設水槽等の活用 

応急給水を実施する際、応急給水場所で給水車から住民へ直接給水する場合、給水車が

応急給水場所に長い時間留まることとなり、給水車の稼働効率が低下する。その対策とし

て応急給水場所に仮設水槽を配置し、給水車で運搬した水道水を仮設水槽に給水し、住民

は仮設水槽から自ら給水することが有効である。これにより、給水車は水の運搬に専念す

ることができ、応急給水の効率向上が見込まれる。 
仮設水槽を保有していない事業体、又は保有数が少ない事業体には応援水道事業体が貸

与することで、少ない労力で同様に効率を上げることができる。 
なお、応急給水場所での活用にあたっては、残留塩素の低下など水質管理に留意した運

用を行う必要がある。 
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